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【平成２８年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、キラルラセン化合物の創製を鍵に、世界をリードする独創的なキラルラセン化合物の化学

を展開しており、非常に独創性の高い研究である。これまでに、キラルラセン空間を活用する不斉合成

反応に成功し、さらに、溶出順序を自在に反転できる高速液体クロマト用カラムを創製するなど実用性

見地から顕著な成果を上げた。 

その結果、当初計画以上の成果が得られつつあり、それらは国際的に著名な学術雑誌に掲載され、い

ずれも精緻で極めて高水準な論文であると評価できる。 

 


